
東東北北・・関関東東大大震震災災  被被災災者者支支援援企企画画  

講演：被災地からの声 
 
大震災から２ヵ月、被災者はどのような環境に置かれ、何を求めているのか。被災地の

「障害者」は今、何を必要としているのか。被災地・宮城県で長年「障害者」解放運動を

取り組み、労働組合で被災者支援の活動を担う冨山氏を講師に招き、お話していただきま

す。私たちに何ができるのか、ともに考えてみませんか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時：２０１１年５月２１日（土） 

１４時～１６時（１３時半開場） 

場所：吹田市民会館 会議室６ 
大阪府吹田市朝日町５－３２ 摂津ビル３階  ＪＲ吹田駅から徒歩約３分 

 
参加費：２００円 
 
 

主催：「障害者」解放をめざす会 

ＴＥＬ：０９０‐９１１６‐４８２０ 

Mail：zsr-h@hotmail.co.jp 
 

講師：冨
と み

山
や ま

 哲
て つ

夫
お

 氏 
 
◆ プロフィール ◆ 
１９４８年宮城県生まれ。生後１１ヵ月にポリオを発症する。１９７６年、全国障害者

解放運動連絡会議（全障連）の結成に参画して以降、「島田事件」の赤堀氏に対する差別

裁判糾弾の闘いを先頭で担うなど、全障連の中心メンバーとして活動する。現在、全障連

東北ブロック代表、全障連副代表幹事。また、既存の労働組合が切り捨ててきた派遣、契

約などの「非正規雇用」労働者の権利を奪い返し、地域に根ざした労働者の闘いの団結を

めざして活動している宮城県地域連合労働組合のメンバーとしても活動し、現在、被災地

の宮城県で炊き出しなどの支援活動に取り組んでいる。 

 



冨山氏からのメッセージ 

（２０１１年４月１日現在） 

 
３月１１日午後２時４６分、東北地方と関東地方を襲った大地震とその直後の大津波により、多くの

労働者人民の命が奪われ、生活基盤が根底から破壊されました。特に東北地方の太平洋沿岸部が甚大な

被害を受けました。私たちが住んでいる宮城県だけでも、死者、行方不明者合わせて１万３０００人以

上となっています。県内各地では、未だに多くの人達が燃料や食料などの物資の少ない避難所での生活

を余儀なくされ、地元を離れ県内各地や県外へ避難する人も増えています。 
私たちは地震直後から、全障連の「障害者」や介護者、また、これまで私たちと共に地域で「障害者

自立支援法」や「心神喪失者等医療観察法」に反対してきた「障害者」や「精神病者」の安否確認を行

ない、全員無事であることを確認しました。私たちはお互いに連絡を取り合って、必要なものを聞いた

り、持っている食料を分けたりして支え合いながら、破壊された生活基盤と闘いの再構築に向かってい

るところです。 
今、私たちには新たな闘いが求められています。それは、津波によって被害の大きかった沿岸部など

の被災地に住んでいる「障害者」の置かれている状況の把握と支援です。宮城県内の各行政は、全国か

らの義援金、ボランティアなどを全て災害ボランティアセンター、社会福祉協議会、日本赤十字社の管

理下に置き、自主的な支援活動は「受け入れ態勢がない」との理由をつけて制限しています。また、交

通機関が停止しているところも多く、沿岸部などの被災地へ支援活動に赴くには厳しい状況にあります

が、今後の状況を見据えながら、被災者への支援を追求していきたいと思います。 
東京電力・福島第１原発は、津波で冷却装置が破壊され、現在でも放射能が漏れ続けており、労働者

人民から怒りが巻き起こっています。今回の福島第１原発事故の外因は津波ですが、原発の危険性が津

波をきっかけに露呈されたのです。「原発は安全」「環境にやさしいエネルギー」と強弁し続けてきた国

家権力や電力会社を徹底して弾劾していきましょう。私たちは「障害者」解放の闘いの一環として反戦・

反核を闘ってきましたが、今後も労働者人民と共に反戦・反核の闘いに取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 会員募集中！ ▼ 
 
私たち「障害者」解放をめざす会は、２００６年に活動をスタートしました。 
「障害者自立支援法」や「心神喪失者等医療観察法」、優生思想に反対するため、学習会

や情宣活動、公開企画を中心として活動してきました。 
「障害者」「健常者」を問わず、会員を募集しています。関心のある方、まずはご連絡を！ 

 
TEL：０９０‐９１１６‐４８２０ 
Mail：zsr-h@hotmail.co.jp 

 
◆ 『そよ風のように街に出よう 74 号』に紹介されました。 ◆ 


